
地方創生における住宅団地の再生事例【神奈川県横浜市 上郷ネオポリス】
○昭和45年頃からニュータウン開発が進み、現在は高齢化が進行し、空き家の発生懸念。
○自治会を中心に多主体が連携したまちづくりを展開。

・自治会と民間事業者が協定締結（平成28年）、民間事業者と市が協定締結（令和2年）。
○民間事業者がまちの拠点を整備し、住民主体の運営・新たなサービス・生きがい創出などに取り組む。

・建築基準法第48条ただし書き許可を取得し、第一種低層住居専用地域にコンビニ併設型コミュニティ施設を整備。
・住民団体が立ち上げた一般社団法人がボランティアを募集し施設内外の美観整備やイベントの企画・運営を実施。

第一種低層住居専用地域に、建築基準法48条ただし書
き許可を取得し「コンビニ併設型コミュニティ施設」を整備。
地域住民が気軽にくつろげる憩いの空間を創出。

グリーンスローモビリティ
実証実験

戸建住宅団地の街並み 移動販売イベント・買い物での賑わい


